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2009年7月21日に山口市で発生した豪雨による
　　　　　　　　浸水被害の住民意識調査

有村真吾1・山本晴彦1・山崎俊成2・高山　成1・吉越　恒1・岩谷　潔1

1．はじめに

　山口県では、2009年7月21日に明け方から昼にかけて梅雨前線が停滞し、由口県内陸部

の美祢市北部から山口市（日降水量277mm：観測史上第2位）・防府市（日降水量275mm：

第1位）、県南東部の柳井地区にかけての南西に延びる範囲で局地的な豪雨に見舞われた。

最大6時間降水量のリターンピリオド（再現確率〉は、山口市（266．Omm）で600年、防府

市（220．Omm）で250年と、記録的な降水現象であった。μ」口市の椹野川流域では浸水家屋

が床上360棟、床下1，560棟に達し、1972年7月11日の梅雨前線豪雨以来の大規模水害と

なった。本研究では、今後の防災対策について知見を得るために、浸水被害の大きかった山

口市大歳・平川地区を対象に椹野川水系の氾濫による浸水被害や避難状況、防災意識に関す

るアンケート調査を実施したので、その概要を報告する。

2．椹野川とアンケート調査を実施した平川・大歳地区の概要

　椹野川水系の特徴を表1、位置を図1、アンケートを実施した大歳・平川地区の各自治会

の位置を図2に示した。椹野川は多くの支流を持っ二級河川で吉敷川と九田川の2本の支流

の椹野川合流地点に大歳地区と平川地区がある。この地区は地盤高が低く、2008年4月に

山口市が作成・配布した山口市防災マップ（防災マップ情報・浸水深・避i難場所が記載）で

は3m以上の浸水が想定される地区である6

　　　　　　表1　椹野川の特徴

　水系　　　　　　　二級水系椹野川
　種別　　　　　　　　二級河川
　水源　　　　　　龍門岳（山口県）
水源の標高　　　　　　　688．4m

幹川流路延長　　　　　　30，3km

流域面稜　　　　　　　3224km2

　支流　　　仁保川・一の坂川・吉敷川など24本

　河口　　　　　　　　山口湾

　　　　　　　　　　　欝　　愁冥
　　　　‘患部
　　　　　　　　　　鉱航嵐

　　　　図1　椹野川の位置

アンケート調査の内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2　アンケート調査を実施した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大歳・平川地区の自治会の位置
3．

　アンケートは、大歳地区の鴨原・三作・坂東・岩富・高井の一部と平川地区の吉野の一部・

平野・田屋島・福良の9っの自治会を対象とした。アンケート用紙は2009年11月4日に各

地区の自治会長に配布を委託し、椹野川付近に住む1037世帯に配布した。なお、大歳地区

の高井はあらかじめ把握していた浸水家屋1車干のみ、平川地区の田屋島は個別配布を行い、
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受取人払い後納郵便により回収した。実施したアンケート内容は表2に示したように、全46

問の選択方式で最後に自由記述欄を設けた。詳細な解析は、統計解析ソフト（SPSS　veL13．OJ，

エス・ピー・エス・エス株式会社）を用いて行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表2　実施したアンケート内容

4．結果および考察

1）回収率及び回答者の特徴

　全体の回収率は40％（411人）で回答者

に対して無報酬の受取人払いで回収するア

ンケート調査の平均が13％（萩原ら、2006）

であることから、回収率の高さが目立った。

回答者において男性の62％は60歳以上の

高齢者が占め、男女合わせると47％が高齢

者であるという傾向にあった。1世帯の平

均人数は3．3人で避難時に手助けが必要な

家族がいる人は25％おり、「自力での避難

困難な人を助ける方法を作るべき（70歳以

上女性）」といった自由記述も見られた。回

答者を自治会別に見ると岩富が25％を占

めるが回収率は37％と低く、回収率が最も

高かったのは鴨原の66％であった。

2）浸水被害の状況

　回答者のうち50％が山口市内で、34％は

山口市外で浸水被害を受けた経験があり、ま

た表3のように築20年未満の住宅の浸水率

は築20年以上の住宅よりも浸水した割合が

16％も高かった。これは水害時に遊水地的な

機能を果たす水田が、人口の流入によって宅

地化していることが原因と示唆される。

3）避難勧告と避難の状況

　　自治会別における避難勧告に対する住

民の行動を表4に示した。浸水被害が最も

早い時刻に発生したのは福良・勝井である。

この要因として福良は椹野川と九田川に挟

まれている低地であること、勝井は吉敷川

の蛇行部分に位置していることがあげられ

る。浸水し始めた場所について（問9）、「ど

こから浸水したかわからない」が41％とな醤蓼

っており、住民自身が浸水しやすい場所を醤…1舞

把握していないことが示唆された。また、40年以上

住宅について

1回答者の自治会名
2一戸建てか、集合住宅か
3住宅は何階建てか
4　　月にどのくらい住んでいるか

　　　　　　　　　　7月21日の廉雨以前に洪水を経験したこ
　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　とがあるか
　　　　　　　　　　7月21日～22日で自宅に浸水があった
　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　か　浸水被害状況
　　　　　　　　　7自宅への浸水に気付いた時刻
　　　　　　　　　8自宅のある地区の浸水に気付いた時刻
　　　　　　　　　9地区へはどこから浸水したか

　　　　　　　　11避難勧告を知っていたか
　　　　　　　　12避難勧告を知った時刻
　　　　　　　　13避難勧告をどのように知ったか
　　　　　　　　　　山ロ県土木防災情報システムHPを知っ
　避難勧告について　14ているか

　　　　　　　　　　空振りしても避難勧告は早めに出してほ
　　　　　　　　15　　　　　　　　　　しいか
　　　　　　　　　　避難勧告が何度も空振りしても避難する
　　　　　　　　｛6　　　　　　　　　　か

避難について

17避難したか
18避難開始時刻
19避難した理由

20避難場所
2灌避難場所を途中で変更したか

22避難場所への交通手段
23避難場所までの距離と時間
24避難中に身の危険を感じたか
25避難中、どのような危険を感じたか

26避難しなかった理由
27不安だったが避難しなかった人の理由

　家に留まった人は危険を感じて何か行動
28
　したか

　　　　　　　　　「防災の手引」「防災マップ」を知っている
　　　　　　　　29　　　　　　　　　か
　　　　　　　　　「防災の手引」「防災マップ」は自宅のど
　　　　　　　　30　　　　　　　　　こにあるか
　　　　　　　　317月21日以前に見たことがあるか
　　　　　　　　　「防災マップ」で自宅は何色で表示され
「防災の手引」「防災32
　　　　　　　　　ているか　マップ」について
　　　　　　　　33水書に備えて普段からしていたこと
　　　　　　　　347月21日に水害に対してとった対策
　　　　　　　　　普段からの準備は「防災マップ」を参考
　　　　　　　　35　　　　　　　　　にしたか
　　　　　　　　　今回の豪雨に対して「防災マップ」は役
　　　　　　　　36　　　　　　　　　に立ったか

今後の防災について

37今後、家庭内で実施したい防災対策

　今後、自治会や自主防災で取り組みた
38
　いこと
　今後、水害において早期自主避難する
39
　　所はどこが　いか

　　　　　　　　　　1972年7月11日の集中豪雨を経験した
　　　　　　　　40　　　　　　　　　か1972年（昭和47年）7

鴇騰暴鷺41羅舗翻製果濫による浸
洪水被害につしπ42糠㍊帽の災害を後世に語り継ぐ

回答者について

43回答者の性別
44回答者の年齢
45回答者の同居している家族の人数
46　　　に手助けが必　な　族がいるか

表3　住宅の築年数別の浸水率

築年数　被害なし（棟）　床下浸水（棟）　床上浸水（棟）　浸水率（％）

35 18 等4 522
26 12 3　59．3　　63．4

51 23 8 62，2

48 45 26
　43．0
　　　　45．フ12

40。3

42 38
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・水路からの浸水・が・・％あ・・用水路か　表管欝君蟹艀欝勧告

1欝構贈騰撫譜一…欝幣・辮欝
危険個所を明らかにする必要がある。　　　　　　　脚　illlilli　110・　1緩6鍔121毛）2薯

礫勧告を知っていた入は48％で・どの大歳 。作羅11。。聾
ようにして避難勧告を知ったかという質問　＿＿＿＿喜＿：
に対しては消防団や自治会の連絡で知った　　平lll　轟　　｛｛llilli　123。　雛lill）115111g＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1G18（14）　　　　　　　　　　　　　　　137C）622）　　　1200（6＞
人が30％と最も多かった。広報車で避難勧告

雰窮諜贈鍔濃課疾二時乞鷺　　　簾1謬

大歳地区に隣接した自治会であるためと推　　　る⑩2　　i　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　i　　、　　＿
察される。　　　　　　　　　　　　　　　0％　　20％　　葡％　　60％　　80％　肇00％

　インターネットで公開されている山口県土　　図4問14「山口県土木防災情報システムを
木防災情報システムの認知度は図4に示した　　　　見たことがあるか」の回答結果（解216）

ように18％と低く、インターネットを使っていない世帯が29％もあることがわかった。雨

量と河川水位の現状を知る上で非常に有効なツールであるため、ホームページの認知と利活

用が求められる。避難勧告の発令については77％が早めに避難勧告を発令することを望んで

いる。しかし、早めに出すことで空振りが増えても避難するかという質問に対しては「避難

する」という入は39％に留まった。

　吉井（2006）は、近年の避難勧告・指示が発令された洪水事例の避i難調査を実施しており、

2004年に福井県福井市のおける38％が最も高く、同じく2004年の新潟県三条市は18％が

最も低い避難率であったと報告している。本豪雨での避難率は14．9％とこれらを下回ってお

り、避難しなかった理由をしては、「避難するよりも自宅の方が安全だと思った（26％）」、「避

難が危険と判断した（17％）」となっている。激しく雨が降った11、12時に避難勧告が発令

されたため、避難が困難であったことが考えられ、今後は早い避難勧告の発令が求められる。

一方で、避難勧告を知っていながら避難しない人が73％と多くみられた。

　問19の避難を決めた理由では、避難勧告の　　　．　　　　　　、

段階では避難せずにゼ自宅・自宅周辺の浸水

が始まって避難した（34％）」が最も多かった。

また、大歳地区の避難先である大歳小学校・

大歳地域交流センター前の道路が本豪雨で両

脇の用水路から冠水したことから、問21では

「避難経路が危険（冠水）で変更した」とい

う回答が26％を占めた。今後もこの避難経路

は冠水する可能性が高いため、用水路の暗渠

化や避難経路の見直し等が必要である。

　　　　　どちらとも書　　　1
強くそう思う　えない！そう思わない

　2、3　　　　　　　　　　3tl　i　　　8，1　　h

一

マップを知ら

ない（持って

いない〉ので

答えられな

　い
　36．0

全然そう思

わない

　6．4

0％ 20％　　　　　41）％　　　　　60％　　　　　80％　　　　　窪00％

図5　問36「防災マップは役に立ったか」
　　の回答結果（n＝344）
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4）「防災の手引き」「防災マップ」の利用状況

　防災の手引き（災害の起こり方・避難に備えて・避難を少なくするために役立つ情報を掲

載した冊子）・防災マップに対する認知度は67％と高かったが、「すぐに手にとってみられる」

状態で保管されている世帯は26％と低値であった。問31の防災の手引・防災マップに目を

通したかにでは、「じっくり目を通したことがある」という回答はわずか8％であり、保管状

態が非常に悪く、ほとんど活用されていないことが推察された。問36で防災マップは役に

立ったか調査した結果では「どちらとも言えない」という意見が31％で最も多く、「役に立

った」と答えたのは8％であり、防災の手引き・防災マップの利活用を啓発する必要がある。

5）今後の防災について

　問37の今後の家庭の防災対策においては「気象、洪水情報に注意する」という回答が66％

で最も多く、次いで「近隣住民とのコミュニケーションを深める」という人が36％であった。

このことから、本豪雨の被災中は停電や避難、自宅への浸水の対応等で情報が不足していた

ことが示唆される。問38の地域の自治会での取り組みとしての望んでいることとして「情

報伝達方法の協議」が41％と最も多い。次いで「治水事業の要請（40％）」、「避難時に手助

けを要する方の把握（35％）」となっている（問37・38は複数回答）。自由記述欄では、椹

野川や吉敷川の堤防補強・凌深等、避難時の手助けを求める意見が見られた。

6）1972（昭和47）年の山口県における洪水被害について

　山口県で実際に上記の洪水災害を「経験した（37％）」と「経験していないが知っている

（19％）」を合わせると半数を超える人が認知していたが、被害状況（浸水面積：1，977ha　浸

水家屋：12，731戸）を把握している人は39％と少なかった。大雨を経験していても被害を

知らないため、過去の災害を知っている人ほど本豪雨で避難していないことが示唆された。

5．まとめ

　本アンケート調査から、水害における気象・避難状況の情報不足による住民の事前対策の

不備が示唆された。山口市から配布された「防災の手引き」「防災マップ」の認知度は高いも

のの、災害時の利活用は低く、啓発活動がさらに必要であることが示唆された。地方自治体

は、地域住民への的確な避難情報の提供や安全な避難経路の確保、高齢者や障害者などの災

害時要援護者への支援等の対応が求められる。

謝辞：本アンケートを実施するにあたり山口市大歳・平川地区の住民の方々に多大なるご協力を頂いた。

また、山口市役所防災危機管理課には浸水被害に関する情報の提供、アンケート内容への貴重な助言とご

協力を頂いた。ここに厚く謝意を表します。
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